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研究担当：材料技術グループ　＜本部＞　菊池 有加

検量線の作成時間を１/５に短縮

ハロゲン硫黄自動分析用の検量線作成用物質
　環境規制を背景に、迅速で精度の高いハロゲン・硫黄の定量分析が求められています。本研究は、ハロゲン硫黄自動分析による検量
線の作成時間を短縮するため、１分子にハロゲン・硫黄の５元素を含む分子を設計し、合成しました。

　都産技研と（株）ナックテクノサービスの共同研究では、ハロゲン硫黄自動分析装置の利用拡大に向け、検量線作成用物質の開発
や分析装置の改良を試みてきました。ハロゲンフリーへの社会的ニーズが高まり、分析装置が急速に普及することで、4種のハロゲ
ンや硫黄元素を含む検量線用物質の需要も高まってきました。本特許では、この物質をより広く活用できるよう「低コスト」、「高純
度化」に重点をおき、検量線作成物質に適した新たな化合物を合成しました。今後、分析装置の普及に伴い、検量線作成用物質の需
要も期待できます。製品化したい、または試薬の製造にご興味のあるメーカーの皆さま、ぜひお声がけください。ハロゲン硫黄自動
分析装置のご利用も、ぜひご検討ください。

ハロゲン硫黄自動分析装置での定量分析に不可欠な検量線作成
用物質が必要。
　⇒１分子中にフッ素、塩素、臭素、ヨウ素および硫黄の計５元

素を含んでおり、各元素を個別に測定するため、測定時間が
かかる。

１試料分の測定で、同時に５元素分の検量線を作
成することができれば、検量線の作成時間を最大
１/５に短縮可能！

医療用品として利用されているセラミックス人工
骨に注目し、イオン注入によって、自然骨との接着
制御を行う方法を開発！

検量線作成用物質は、1ステップで合
成可能であり、副生成物も少ない。

■ 再 結 晶 の み で 高 純 度 化
（99.5 %以上）すること
が可能！

■この検量線作成用物質を
使用すると、右図のように
相関係数が0.9999以上
でフッ素、塩素、臭素、ヨウ
素および硫黄の検量線が
得られる！

特 許 紹 介 08
研究担当：表面技術グループ　＜本部＞　寺西 義一

イオン注入による人工骨の接着制御の実現

セラミック材表面へのイオン注入効果
　イオン注入法は、材料表面近傍へ元素を添加する方法です。一般的には半導体産業で、トランジスタデバイス開発に用いられています。
本研究は半導体材料ではなく、人工骨表面へイオンを注入し、自然骨との接着制御を実現しました。

　イオン注入法とは、材料表面への膜形成ではなく、材料表面近傍へ元素を添加する方法です。一般的には半導体産業において、ト
ランジスタデバイス開発に用いられています。都産技研では、半導体材料ではなく、人工骨表面へイオンを注入し、自然骨との接着
制御を実現しました。また、オーダーメード開発支援や共同研究で自然骨形成制御や材料への特性付与といった技術を提供してい
ます。この技術を用いて骨形成膜の範囲を限定した試験用ペレットや、接着部位の選択性を付与した人工骨などの開発へ応用の可
能性が期待できます。本技術の他の基材への応用、または製品開発についてもご興味がある方はぜひご相談ください。

高齢化社会の医療分野では、より患者の負担を低減できる、優れた
治療材料の開発が求められており、自家骨移植に比べ大幅に患者
の負担を減らすことのできる人工骨の需要が増えることが予想さ
れる。
　⇒セラミックス人工骨（ハイドロキシアパタイト＝HA）は擬似体

液中で骨形成膜（自然骨）が表面に形成されるが、膜形成場所
の選択制御が難しい。

■大量（１x1016個/cm2）にArイオンを注入し、
人工骨の骨形成膜の場所選択が可能に！

■イオン注入による表面改質によって従来製品に
求められている新たな機能性を付与！
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（a）基材へのイオン注入 （b）擬似体液浸漬　 （c）表面改質したセラミック材
注入量：１x1012～1016個/cm2 

注入深さ：40～50nm
浸漬6週間後、SEM観察像
⇒注入した場所は骨形成膜がありません。

浸漬時間：
1,2,4,6週間

HA単体  HA＋Ar+

Ar+イオン

輸出製品技術支援センター　〈本部〉
　　　　   　  西野 義典　TEL 03-5530-2126
　　　　 　　 E-mail: nishino.yoshinori@iri-tokyo.jp

MTEP（広域首都圏輸出製品技術支援センター）では、企業の皆さまが海外に製品を輸出する際の
「規格」の相談をお受けしています。今回は、MTEPのサービス内容をご紹介します。

■ MTEPとは

　MTEPは、平成24年10月に１都4県（東京都、千葉県、神奈
川県、埼玉県、長野県）の公設試験研究機関（以下公設試）が
連携して開設した、中小企業のための海外展開支援サービ
スです。現在は、茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、静岡県の公
設試を加え1都9県で共同運営しており、本部を都産技研本
部に設置しています。
　MTEPでは、中小企業の皆さまが、製品を海外へ輸出する
ときに必要となる規格についてのご相談をお受けしていま
す。具体的には次の４つの活動を進めています。

　1) 海外規格の閲覧サービス
　2) 海外規格の相談サービス
　3) 海外規格対応試験サービス
　4) 海外規格の設計支援、情報発信

■ MTEPの実績

　平成24年10月の開設以来、約800件以上の相談が寄せ
られました。CEマーキングおよび化学物質（特にRoHS）に
関するご相談が全体の80%を占めています。

製品輸出、海外の規格の相談は
MTEPで!!

MTEP（広域首都圏輸出製品技術支援センター）
http://www.iri-tokyo.jp/mtep/index.html

■ MTEPへの相談事例

■ ご利用に当たって

　MTEPへいただいたご相談の中から３つの特徴的な事例を
ご紹介します。

海外から引き合いがあったので、日本向けにつくった
自社計測機器をドイツへ輸出したい。

ドイツへの輸出はCEマークの対象となります。製品仕
様を低電圧指令やEMC指令に適合させる必要があり
ます。日本の規格でつくった製品は、多くの場合、設計
変更が生じます。その分、工数や費用がかかります。
輸出しようとする製品はあらかじめ海外規格に併せて
設計しておくことが重要です。

輸出しようとして通関時に止められた。
どうしたら良いか。

国によって、その国の適合規格に合致させた設計や試
験が必要です。中国はCCCマーク、韓国はKCマークな
どと、あらかじめ仕向国の試験所で認定を受け、製品に
所定のマークを貼付する必要のある国があります。

CEマーキング対応の技術文書はつくっている。
今回、RoHS対応してほしいと言われたが、どうした
らよいか。

平成25年1月よりヨーロッパ向け電子機器に化学物質
規制（RoHS指令）が適用になりました。非含有証明書
やサプライヤー評価、品質管理体制の証明等の情報を
技術文書に盛り込むことになりました。RoHSへの対
応は会社をあげて取り組むことが必要です。

相談１

相談2
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回答１

回答2

回答3
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10%
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約800件
以上

　設計者の皆さまから、「勉強の時間が取れない」、「会社の理
解を得られない」、「規格書が買ってもらえない」と言う声を多
く聞きます。輸出時の海外規格対応は、組織全体での課題であ

り、企業の経営者自ら対応に乗り出す必要があります。
　MTEPでは、輸出時の規格に関するご相談をお受けしてい
ます。MTEPホームページからお問い合わせください。

概要・特許の狙い 成果のポイント

概要・特許の狙い 成果のポイント

kikuchi.yuka@iri-tokyo.jp平成25年度 技術シーズ集 Ｐ23

teranishi.yoshikazu@iri-tokyo.jp平成25年度 技術シーズ集 Ｐ22
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ハロゲン硫黄自動分析の必要条件

高齢者向け医療の現状
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